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日本の被爆者からアメリカ市民へ

２００６年８月

わたしたちは、1945年8月6日と9日、広島と長崎に投下された原爆の生き残りです。平和と正義のためにたたかっておられる皆さんに、日本の原爆生存者２６万を代表して心からの連帯のご挨拶を申し上げます。

わたしたちは、核戦争地獄のすさまじさを身をもって体験しました。たくさんの人がもだえ苦しんで死んでゆく姿をわたしたちはなすすべもなく見てきました。しかも、体と心の耐えがたい苦痛は生き残った被爆者に一生ついてまわり、被害は子や孫の代にもおよぶ可能性があります。

９．１１の悲劇によって多くの人が犠牲になられ、全米を悲嘆の底に陥れました。犠牲になられた方々とその苦痛を越えて戦争反対に立ち上がられた方々に心からの敬意と哀悼の意を捧げます。

わたしたち被爆者は原爆投下という人類史上最大の犯罪の生き証人です。しかし、わたしたちは「報復」を唱えたことはありません。この苦しみを二度とくりかえすな、「ふたたびヒバクシャを作るな」と訴えつづけ、被爆の体験を語り伝えてきました。

　核兵器の恐ろしさについては、残念ながらほんとうのことが十分に知らされているとはいえません。何十万の人々を一瞬のうちに地獄の劫火に投げこんでいじめ殺す核兵器の恐ろしさは､人間の言葉で言い表すことはとてもできません。核兵器は、たとえどんな理由があろうとも決して使ってはならない悪魔の兵器です。片時も人間と共存することはできません。１日も早くこの星の上から追放しなければなりません。

　

今日人類は、一瞬にして絶滅しかねない異常な核の脅威にさらされています。とくに2002年初頭ブッシュ政権が「核態勢見直し」を宣言し、新型核兵器、いわゆる「使える核兵器」の開発の方向を打ち出して以来、世界はかつてない重大な危機に直面しています。
　核兵器はたんに「大量破壊兵器」であるだけではありません。それは「絶滅兵器」です。「使える核兵器」などありえません。どんなに小型のものでも、ひとたび使用されたなら、もう歯止めはありません、どこまでもエスカレートし、人類を絶滅にみちびくでしょう。

わたしたち被爆者は、いまにも中東に、南アジアに、あるいは朝鮮半島に巨大なきのこ雲が立ち上るのではないかという恐怖におののいています。この事態をまねいたについては、歴代のアメリカ政府とならんで日本政府の責任がきわめて大きいと言わねばなりません。広島・長崎の悲劇の後で、核兵器がおよぼす被害の残酷さ、非人道性の実態を両国政府が世界に広く知らせていたなら、核兵器の廃絶は戦後数年を経ずして達成されていたでしょう。

私たち被爆者は、アメリカ政府に対し、広島・長崎への原爆投下について、その罪をみとめて謝罪すること、その証として、「自国の核兵器を廃絶するという明確な約束」（2000年5月、NPT再検討会議合意）をただちに実行に移すことを求めます。

ブッシュ政権に対しては、核兵器による一切の威嚇をやめ、新型核兵器の開発計画を放棄することをつよく求めます。

私たちは、日本政府が真珠湾攻撃によって第2次大戦を引き起こし、アメリカ国民の皆さんに多大の辛苦を与えたことを深く反省しています。そして政府に対し、戦争によって自国民と他国民に与えた重大な被害の責任を問いつづけ、謝罪と補償を求めると同時に、アメリカの核の傘を離れ、核兵器廃絶の世論の先頭に立つことを要求しつづけています。

２００５年のＮＰＴ再検討会議が、アメリカ政府の抵抗で世界の世論と良心の期待を裏切ることになったことを私たちは残念に思います。しかし、世界は動いています。核兵器を振りかざし、暴力に訴えて世界を支配しようとするものに未来はありません。泥沼と化したイラク戦争が、破滅に向かうブッシュ政権の末路を一日ごとに鮮明に示しています。

「核戦争起こすな、核兵器なくせ」はいまや圧倒的な世論となりました。

　国際司法裁判所の勧告（1996年）、NPT合意（2000年）、毎年の国連総会決議と積み上げられてきた世論の流れを逆転させることはできません。

いまこそ核兵器のほんとうの恐ろしさを語りひろげ、核兵器廃絶の流れを加速しなければなりません。みなさんが被爆者の願いを共有してくださるならば、核兵器も戦争もない世界は夢ではありません。じっさい、それは確実に近づいています。

新しい時代に生きる子供たち、孫たちのために核兵器の脅威から解放された世界を譲り渡すことは、今日を生きるものの責務であります。わけても日本国民とアメリカ国民がもっとも大きな責務を負っています。政府の姿勢を変え、世界のあり方を変えるのは私たちです。共に手をたずさえて前進しましょう。
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